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第 2章 洪水の検証 
１ 五十嵐川 

(1) 河川の概要 
五十嵐川は、南蒲原郡下田村に源を発し、三条市内を貫流して信濃川に注ぐ流域面積

310.1k ㎡、流路延長 38.7ｋｍの一級河川である。 

五十嵐川の堤防は、明治 5年 8月の大洪水を契機に明治 8年 8月に工事に着手し明治 10

年に左岸側の堤防が完成している。 

その後、大正 15 年 7 月 28 日に発生した豪雨で、諏訪・曲渕・西本成寺地内で生じた 6

箇所の破堤を契機として昭和 8 年 11 月に河川改修工事に着手し、昭和 12 年に竣工し、ほ

ぼ現在の河状となった。 

近年では、昭和 36 年 8 月 5日の集中豪雨による御蔵橋や渡瀬橋の流失や月岡・田川・新

保・曲渕・田島地区側の堤防決壊を契機とした笠堀ダム（昭和 39 年度竣工）の建設や笠堀

ダムの水位がサーチャージ水位ぎりぎりとなった昭和44年8月の洪水を契機とした大谷ダ

ム（平成 5 年度竣工）の建設等が行われてきた。 

 

(2) 被災の状況 
 平成 16 年 7 月 13 日に発生した今回の豪雨により五十嵐川では、上流の笠堀ダム観測所

で昭和 40 年の観測開始以降最大となる 472 ㎜（24 時間雨量）を記録した。 
この降雨により諏訪地区の破堤地点より上流の島潟水位観測所では、13 日の午前 7 時

30 分に警戒水位 20.70ｍを超過し、午前 10 時までの僅か 2 時間半程度の間に約３ｍ近く

河川の水位が急激に上昇した後、午後 1 時 30 分には、堤防天端高 24.32ｍに迫る水位を観

測した。 
この洪水により、下流の三竹地区の越水や諏訪地区左岸の破堤をはじめ、常盤橋下流右

岸の欠壊等、至る所で越水を引き起こし、各地で発生した浸水被害により、五十嵐川流域

全体で全壊家屋、半壊家屋、浸水家屋あわせて 6,840 戸（住家）にのぼるなど、浸水面積

1,320ｈａにも及ぶ甚大な被害となった。 
 図 2-4 は、島潟観測所（新潟県）とその上流の荒沢観測所（国土交通省）における水位

状況等を示したものである。 
 



 

 

 
 

 
 

表 2-1 五十嵐川被害状況（三条市、栄町） 

浸水面積（ha） 住家（戸） 事業所等（棟） 公共施設（棟） 
被災 

市町村 宅地 農地 計 
全壊・半

壊・一部損

壊・床上 

床下 計 床上 床下 計 床上 床下 計 

三条市、 
栄町 490 830 1,320 6,151 689 6,840 609 28 637 79 25 104 

出典：五十嵐川災害復旧助成事業概要パンフレットより抜粋 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

図 2-1 浸水状況図 
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( 凡 例 )

※上図は、新潟県土木部河川管理課提供資料に加筆の上作成

図 2-2 諏訪地区破堤状況 

図 2-3 被災状況（三条市） 
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出典：新潟県 HP より作成 

図 2-4 出水状況等の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-5 水位観測所位置図 
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(3) 降雨の検証 
図 1-1 の 24 時間の等雨量線図を見ると五十嵐川流域では、上流域を中心に 400 ㎜を超え

る降雨となったことがわかる。 
笠堀ダム観測所（新潟県）では、時間最大雨量 73 ㎜、累加雨量は 480 ㎜に達する降雨で

あったことがわかる。 
一方、下流の三条観測所（気象台）では、時間最大雨量 43 ㎜、累加雨量 224 ㎜と上流域

に比べ降水量が少ないことがわかる。 
今回の降雨について、一新橋地点上流域での流域平均雨量として 2 日雨量を「信濃川水

系五十嵐川総合開発事業計画書（昭和 55 年 8 月）」で使用した手法（石原・高瀬）で確率

評価すると、2 日雨量 400.5 ㎜は、概ね 1/300 となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-6 笠堀ダム観測所雨量 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-7 三条観測所雨量 
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(4) 水位・流量の検証 
① 流量の検証 

上流の笠堀ダム及び大谷ダムの洪水調節効果並びに河道の流下能力を検証するため、

流域をモデル化し貯留関数法による流出計算により、ダム調節の有無及び破堤の有無に

よる流出量の違いについて各ケース毎に流出量を推定した。 
ダム調節が無く、破堤が生じなかった場合、下流から 3.4 ㎞の破堤地点（諏訪地区）

における流出量は、図中の赤色の細い線が示すとおり、概ね 2,500～2,600 ㎥/s であった

と推定される。 
また、ダム調節があり、破堤が生じなかった場合は、図中の青色の細い線が示すとお

り、概ね 1,900～2,000 ㎥/s であったと推定される。 
さらに、図中の青色の太い線が示すとおり破堤時の水防活動等を考慮した河道の満杯流

量は、概ね 1,700 ㎥/s であったと推定される。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-8 破堤地点（諏訪地区）における推定流量 
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② ダム流入量・放流量の状況 
図 2-9、図 2-10 は、五十嵐川の笠堀ダム及び大谷ダムにおける洪水調節の状況を示

したものである。 
笠堀ダムでは、約 730 ㎥/s（最大流入量約 850 ㎥/s、放流量約 120 ㎥/s）を調節し、

約 754 万㎥の洪水をダムに貯留、大谷ダムでは、約 440 ㎥/s（最大流入量約 580 ㎥/s、
放流量約 140 ㎥/s）を調節し約 959 万㎥の洪水をダムに貯留している。 
ダム放流量の影響については、破堤地点は、笠堀ダム及び大谷ダムの下流約 25 ㎞

に位置しており、これまでの洪水伝播から考えるとダムの放流水が破堤地点に到達す

るのに約 2 時間程度かかると推定される。破堤が発生したと考えられる 13 時頃より

約 2 時間前の 11 時頃には、下図のとおり両ダムとも洪水流量を低減している。 
また、図 2-8 の破堤地点（諏訪地区）における推定流量のグラフの赤色太い線と青

色太い線の比較により、ダムの洪水調節を見ると、仮にダムによる洪水調節がなかっ

た場合には、破堤時刻が３時間早くなっていたと推定される。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-9 笠堀ダムにおけるダム流入・放流量 

図 2-10 大谷ダムにおけるダム流入・放流量 
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③ 水位の検証 
3.4 ㎞の破堤地点（諏訪地区）における河川の水位波形を推定するため、下流の一

新橋水位観測所の実績水位波形をもとに一次元不定流計算により求めた破堤地点の河

川の水位波形（平均値）は、下図のとおりである。 
破堤地点においては、午前 10 時前後に一度越水が生じ、一時的に水位が低下した

後、再び午前 12 時頃から上昇に転じ、午後 1 時頃に破堤に至ったものと推定される。 
また、河道の湾曲による左右岸の水位差について下記の手法を用いて推定すると約

0.20ｍの水位差が生じ、左岸破堤地点付近は、約 0.50ｍ越流水深が生じていたと考え

られる。 
 
 

    
⊿h：湾曲による水位上昇量 
B ：水面幅 
V ：平均流速 
ｇ ：重力加速度 
ｒ ：曲率半径 

ピーク水位  ：15.80m（一次元不定流計算結果） 
左右岸の水位差：約 0.20m  
推定右岸水位 ：15.90ｍ 
推定左岸水位 ：15.70ｍ 
左岸堤防高  ：15.18m 
推定越流水深 ：約 0.50m 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-11 破堤地点（諏訪地区）における推定水位 
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